
 

 

～ 日本海難防止協会シンガポール連絡事務所発SRO news ～ 

（Ref No：22－031） 

 

１ 日本財団の「ミクロネシア（※3 国）海上保安能力強化支援プログラム」

は、（※パラオの）海上警備・魚類野生生物保護部（DMSFWP）の職員の研修を

支援している。6 名の職員（機関員 3 名、電気技師 3 名）がシンガポール所在

の PSS KEDAM エンジンメーカーの研修センターで、エンジンの構造・整備技能

（15日間）、主機制御系統・電気系統点検技術（10日間）の研修を受講した。

（※SRO News22-028参照） 

原文 

（22nd November 2022, Island Times） 

 

２ マーシャル諸島（RMI）で、2020 年初めの COVID-19 パンデミック発生以来、

2年以上ぶりに現場での PSC検査が行われた。 

原文 

（9th December 2022, The Marshall Islands Journal） 

 

３ 中西部太平洋まぐろ類委員会（WCPFC）は、1 月 1 日から巻網漁船に対する

監視員乗船を再開することを承認した。（※SRO News22-020参照） 

原文 

（2nd December 2022, Radio NZ） 

 

４ マーシャル諸島（RMI）出身の（女性である）Rhea Moss-Christian氏が中

西部太平洋まぐろ類委員会（WCPFC）の事務局長に任命された。初めて、太平

洋諸島フォーラム漁業機関（FFA）、ナウル協定締約国事務所、WCPFC の 3 つの

主要漁業関連機関が女性によって率いられることとなった。 

原文 

（9th December 2022, The Marshall Islands Journal） 

 

５ オーストラリア国防省艦船 Reliant が、太平洋の気象リスクの高い季節に

太平洋諸島 7 カ国と東ティモールを数カ月かけて訪問し、海上監視の支援や人

道的物資を含む重要な貨物の輸送を行っている。 

原文 

（8th December 2022, Samoa Observer） 

 

６ 第１回インドネシア太平洋開発フォーラム（Indonesian Pacific Forum 

for Development）の結果広報 

原文 

https://islandtimes.org/dmsfwp-officers-participated-in-engine-manufacturer-training/
https://www.rnz.co.nz/international/pacific-news/479947/pacific-fisheries-observers-redeploying-from-next-month
https://www.samoaobserver.ws/category/samoa/100954
https://kemlu.go.id/portal/en/read/4231/siaran_pers/press-briefing-menlu-ri-indonesia-pacific-forum-for-development-ipfd-bali-7-desember-2022


（7th December 2022, Ministry of Foreign Affairs of the Republic of Indonesia） 

  



 

 

  



 

 


